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SONY. 


FM / AM ラジオ 


取扱説明書-保証書 


お買い上げいたださありがとラございます 

I A 玻化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

レ.\曰〇1火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書と別冊の「安全のために」をよくお読みのラえ、 製品を安全にお 

使いください。 

お読みになったあとは、いつでを見られるところに必ず保管してください。 



主な特長 

• 災害時、緊急時に役立つ非常巧ラジオ 
• 八ンドルを回して内蔵の充電式電池に充電して使えます。 

-自家発電機能 

• 単4形乾電池（別売 0) でち使巧することびでさます。 

• 緊急時に携帯電話機への充電わでさます。 

• 便利な2種類の LED ライト（ソフトライト/スポットライト）機能搭載 
• 多少の雨や雪、水しぶをのかかるところでち使える防滴機構* 

• 非常事態を周囲に知らせるホイッスル付属 
• 収納に便利なポーチ付属 

* このラジオは JISC 0920 の IPX 2 相当の防滴仕様です。多少の雨や雪、かしぶさ程度 
でしたら支障なく使用でをますび、水の中につけたり、湿気のをい風呂場などに長 
時間放置すると故障の原因となることびあります。 


主な仕様 

受信周波数 FM : % MHz 〜108 MHz 

AM ; 530 kHz 〜1,605 kHz 
スピーカー 直径 3.6 cm 丸形8 Q 1個 

出力端子 减（イヤホン）端子 （0 3.5 mm モノラル S ニジャック） 

1個 

携帯充電端テ1個 

実用最大出力 60 mW CIEITA #、 内蔵の充電式電池でご使用の場合） 

90 mW ( JEITA *. 別売りの単4お乾電池でご使用の場合) 
電源 DC 3 V 、 単4お乾電池2本 

または内蔵のニッケ J レ水素電池 

最大外お寸法 約130 mmX 77 mmX 52 mm (幅 x 高さ x 奧行を） 

( JEITA *) 

質量 本体：約285 g 

乾電池使用時：約297 g (単4お乾電池含む） 

* JEITA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です。 

付属品 

キャ リング ポーチ （1)、プラグ 付コード （1)、充電プラグアダプター（3)、 
ホイッスル（1)、八ンドストラップ（1)、取扱説明書•保証書（1)、対応機 
種一覧表 （1) 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なしに変更することびありますび、ご了承 
ください。 

本取説に記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 


保証書とアフターヴービス 

偏正書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスにごいて 

調子び悪いとさは 

この説明書をちラ1度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店またはソニーの相談窓 □ (下記）にご柜談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打ち切り後6年間保有しています。ただし、故障の状況その他の事情により、修理 
に代えて製品交換をする場合びありますのでご了承ください。 


よくあるお問い合杞せ、窓□受付時間などはホームページをご活用ください。 


フ U —ダィャル- 
携帯電話 .PHS •- 

フ I 」ーダィャル- 
携帯電話’ PHS -- 


0120 -333-0 呂〇 
-部の IP 電話. 0466 -31-251 1 


. 0120 -222-330 

-音 |5® IP 電言き’ 04白巨-31 -2 已31 


X 巧巧説明書' リモコン等の廣入相談はこちらへお問い合わはください。 


http://www.sony.jp/support 


左記ま号へ接続を、最初の 
ガイダンスが流れている間に 
[3 04 J + r#J を巧してください。 

直接、担当窓□へおつなぞしまず。 


FAX ( 其追） 0120 -333-389 


ソニー株式会社 干 108 -007 已東京都港区港南 1 - 7-1 


電源について 


巧電式電池でほ 5 には 

本体に内蔵の充電式電池に充電をして、ラジオを聞くことびでさます。 



1巧電用の八ンドルを引き出ず。 


2どち S か一方向に八ンドルを回して充電ずる。 

始めはゆっくり回します。その後、徐々に速く回し、充電インジケー 
ターび緑色に点灯する速さで回し続けてくださし、。 

八ンドルを回して充電すると、電源切換スイッチの位置にかかわ5ず 
内蔵の充電式電池に充電されます。 

• 八ンドルを回すときは□ッドアンテナを収納してください。□ッドアンテナを立て 
ておくと、顔などに当たる場合びあり危険です。 

• ラジオ受信中に A ンドルを回すと、放送に雑音び入ることびあります。ラジオの電 
源を切ってから充電して < ださい。 

• 手び滑って本体を落とすと、事故やけびの原因となる場含びあります。八ンドルを回す 
ときは本体に八ンドストラップを取り付け、手を通して使用することをおすすめします。 
ストラップの付けかたについて詳しくは「八ンドストラップを使うには」をご覧ください。 
• 達続して長時間 A ンドルを回し続けると、巧電器部分の寿命び短くなったり、故障 
の原因になりますので、約2、3分間ごとに1分間程度の休みをはさんで回してくだ 
さい。途中で休みをはさんでち充電は可能です。 

充電について 

八ンドルを回すと発電び始ま0、内蔵の充電式電池び充電されます。八ン 
ドルを回す速さによ0発電量は異な0ます。 

始めはゆっく0と回し、徐々に速く回していくと充電インジケーターび点 
丹します。充電インジケーターび緑色に点灯した状態で約1分間、八ンドル 
を回すと、約60分#1ラジオを聞< ことびでをますので、八ンドルを回す速 
さの目ま* 2 としてお使いください。 

点灯しない状態で回してを発電しますので、充電式電池に充電することび 
でき、ラジオを聞くことはできます。 巧電インジケーターは充電量を示ず 
ちのではあ0ません。 

* ] 当社基華による測定値です。（使用条件によっては持続時間び短くなる場合びあります。） 
*2 無理な速度で回した場合、手首を痛めるだけでなく、故障の原因となることび 
あります。 ] 分間に120回転程度で回すことをおすすめします。 



巧電式電池び消耗してくると 

音びルさくなったり、ひずんだり、同調インジケーターび暗<なった0し 
ます。そのとさは八ンドルを回して充電してくださし、。 

• 初めて使ラとをや、長時間使巧しなかったあと、電源を入れた状態で放置したとき、 
また、充電式電池び消耗したときは、充電してち持続時間び短くなる場合びありま 
す。この場合は、巧電 （1 分切上)、放電（ラジオやライトを使巧する）を繰り返す 
と通萬の状態に戻ります。 

• 巧電してちラジオの使巧時間び極端に短<なってをたら、ソニーの相談窓□または 
お買い上げ店、お近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

巧電池で巧ラには 


別売りの単4形乾電池2個を使います。 



1乾電池ぶたを®、③の手順で開ける。 

2同じ種類の乾電池を、©と©の向きを正しく入れる。 

乾電池の交換時期 

乾電池び消耗してくると、音びルさくなったり、ひずんだり、同調インジ 
ケーターび暗くなったりします。そのとさは2本とち新しい乾電池に交換し 
て < ださい。 

ほラ電源を選ぶ 


電源切換スイッチを使ラ電源に合わせてください。 



巧電池（手回し充電）：内蔵の充電式電池 
乾電池：単4お乾電池 


電池を確認してください 

1年に1度、防災の曰などに充電式電池、乾電池の確認をしてくださし、。 
巧電式電池： 数回八ンドルを回して充電し、ラジオび聞けることを確認し 
ます。 

乾電池： ラジオの電源を入れて、音びルさくなったり、ひずんだり、同調 
インジケーターび暗<なった0していないか、確認します。 


巧電式電池の持続時間# 1 



FM 

AM 

ラ斗卜 

手回し充電を 
] 分間回した場合# 2 

約40分* '3 

約60分* '3 

約15分 


*1: 周囲の環境や使巧状態により、異なる場合びあります。 

*2: 巧電インジケーターび緑色に点灯した状態で八ンドルを回した場合 
(参考値：約120回転/分） 

*义出力約] mW 時 


乾電池の持続時間 



FM 

AM 

ラ斗卜 

ソニー単4お （ LR 03) 
アルカ U 乾電池 

約40時間 
( JEITA )*" 

約50時間 
( JEITA )*" 

約30時間 


*4: JEITA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です。 

実隙の電池持続時間は使用する機器の状況により変動する可能性びあります。 

電池入れのふたがはずれたとまは 

1電池ぶた左側のツメを、本体の 
みぞに差し&む。 

2電池ぶたち側のツメを、本体の 
みぞに向けて滑 S ずよラにはめ 
&む。 



3内側に付いている電池ぶたサブを 
電池ぶたにはめ込み 1 枚のふたに 
ずる。 

電池ぶたサブは、本体と密着するよラ 
に作5れています。電池ぶたサブを持 
ち上げるとさは、本体を電池ぶたサブび 
離れるまで傾けてください。 










ラジオを聞 < 


スピーカーまたは別売りのイヤホンで聞くことびでをまず。 


背面 

電源切換スイッチ 


(電お切巧 ） I 

司 巧 S 巧（手回し巧里 ）I 
を電お f 



□ッドアンテナ 

同調インジ 

ケ—夕— 


電源•バンド 
スイッチ 


I 您) （イヤホン）端子 
携帯充電端子 


1電源切換スイッチを巧電池（手回し巧電）または乾電池に合わ 
せ、使ラ電源を選ぶ。 

2電源-バンドスイッチで FM または AM を還ぶ。 

3還局つまみを回して聞きたい放送局の周波数を還ぶ。 

放ちを受信ずると同調インジケーターび赤<点なします。 

4音量つまみを回して音量を調節ずる。 

電源を切るには 

電源•バンドスイッチを「ラジオ切（携帯充電)」にします。 

受信が態を良くするには 

FM 放送の場合 

□ッドアンテナの長さと角度を調節してください。 ザ 

. □ッドアンテナの角度を調整するとさは、付け根 
の部分を持ってください。 こ与 

先端部分を持ったり過おな力 p 6 s == s --： r ^ 

を加えると' アンテナを破損 (-^- 

することびあります。 於一 瞧 劇 




AM 放送の場合 ^— 

AM アンテナは内蔵されているので、ラ 
ジオ本体の向をによって受信状態び変わ 
ります。最も良<受信でさる向さにして 
お聞さ < ださい。 

• 乗り物やビルの中では電波び弱め5れ 
ますので、なるべく窓際でお聞を<だ 
さい。 

別売のイヤホンで聞<とまは 

イヤホンを© (イヤホン）端子につなぎ 
ます。 

イヤホンをつなぐと スピーカーから 音は 
出な< な0ます。 






感 (イヤホン）端子 


•透）（イヤホン）端子にイヤホンを差し込んでいないとをは、必ず端テぶたを閉めて 
おいて<ださい。閉めないと、防滴効果びな<なります。 

• イヤホンをご使巧のとをは水びかからないよラにご注意ください。 

•透）（イヤホン）端テはモノラル端子ですので、モノラルイヤホンをお使いください。 
ステレオへッドホンを接続した場合は、片側からしか音は出ません。 


製品登録のおすすめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 
バソコンか5 

http://www.sonv.co.jp/raaio-regi/ 


携帯電話か5 

2次元コード対応のカメラつ定携帯電話の読み取り機能で 
ご利用 < ださい。 



便利な機能を使う 

■ LED ライトをほうには 


ライト切換スイッチでソフトまたはスポットを選びます。 

ソフト：上部のライトび点灯します 
スポット：側面のライトび点好します 
ライトを消す場合は、ライト切換スイッチを「切」にします。 

スポットライト 

/- T -\ I /---ソフトライト 



Ns 


ライト 

切換スイッチ 


ライト点好時に、電池切換スイッチを切り換えたり電池を交換すると、ライ 
卜び消灯します。再度、ライトを点灯させるには、ライト切換スイッチを一 
度「切」にしてから、ソフトライトまたはスポットライトを選んでください。 

■携帯電話を巧電するには 

NTT ドコモ、 au 、 ソフトバンクなどの携帯電話を充電でをます。 

機種によっては適合しないちのちあ0ます。詳しくは、添付の「対応機種 
一覽表」を参照してください。 PHS には使用でさません。 

1お手持ちの携帯電話の電源を OFF にずる。 

2付属の巧電プラグアダプター （3 種類）か S 、 ご使用の携帯電 
話にあラタイプを接続ずる。 

携帯電話の機種によっては端子形状の異なるものびあり、その場合は 
使用でをません。 

巧電プラグアダプター 接続図 ■ 


docomo 、 
SoftBank 用 



接続例 （ docomo 、 SoftBank 用 
プラグアダプター） 




スマートフオン用 


3本機の携帯巧電端子と携帯電話に接続した巧電プラグァダプ 
ターを、付属のプラグ付コードで接続ずる。 

携帯巧 重 端子 - Sk 111 I 醜/, ^さ 





接続例 （ docomo 、 
SoftBank 用プラグ 
アダプター） 


4電源•バンドスイッチを「ラジオ切（携帯巧電)」にあわせる。 
5電源を還ぶ。 

電源切換スイッチを充電池（手回し充電）または乾電池にあわせます。 
巧電池（手回し充電）：八ンドルを回すと発電び始まり、携帯電話に 
充電されます。 

乾電池：乾電池から携帯電話に充電されます。 

携帯電話の持続時間4 1 


連続待ち受け連続通話 

携帯電話 

手回し充電を1分間回した場合’ 2 

約90分 

約3分 


乾電池か5充電した場合(約1時間)‘ 3 

約10時間 

約20分 

ス7—トフオン 

手回し充電を5分間回した場合’ 2 

約30分 

約3分 


乾電池か5充電した場合(約40分間广 

' 約4時間 

約20分 


nttp://rea.msc.m.sony.jp/radio/ 


*1: 携帯電話の持続時間は周囲の環境、機種、およびその使巧状態や設定などによつ 
て異なりまず。持続時間の値は代表的な機種の測定に基づ’いた目安です。 


*2: 約120回輯/分で A ンドルを回した場合。 

連続して長時間八ンドルを回し続けると、巧電器部分の寿命び短くなったり、 
故障の原因になりますので、約2、3分間ごとに1分間程度の休みをはさんで回 
してください。途中で休みをはさんでち充電は可能です。 

*义ソニー単4形 CLR 03) アルカリ乾電池脯品）を使用し、消耗するまで充電し 
た場合。充電により消耗した電池は新品と交換して<ださい。 

巧電び終了するまでの時間は電池の種類や携帯電話の機種により異なります。 
巧電時間の値は代表的な機種の測定に基づいた目安です。 


• 乾電池か5携帯電話に充電するとさは、 ソニー 単4形 ( LR 03) アルカリ 
乾電池をお使いください。 

• 電源切換スイッチび「乾電池」になっている場合は、八ンドルを回して 
ち携帯電話へは充電されません。 

• 乾電池か5充電しているとをに電池を交換すると、充電は停止します。 
再度、充電を始めるには、電源切換スイッチを一度「充電池（手回し充電)」 
にしてから、ちラー度「乾電池」にあわせて<ださい。 

• 本体の充電インジケーターは、内蔵されている充電式電池への充電状況 
を示すちのです。携帯電話の充電状況は、携帯電話のインジケーターを 
参照してください。 

• 完全に放電しさった携帯電話への充電はでをません。 

• 内蔵の充電式電池か5は、携帯電話に充電することはでをません。 

• 充電プラグアダプターを誤った方向に無理に差し込むと携帯電話や;><モ 
I 」ーデータび破損および消失する場合びありますので、よ<確かめてか 
5接続して < ださい。 

• 電池の莫化を防ぐために充電終了後は携帯電話か5充電プラグアダプ 
ターをはずしてください。 

• スマートフォン用充電プラグアダプターをはずすとさは、ケーブル部分 
ではなくコネクター部分をつかんではずして<ださい。 



スマートフオン用 au 用 docomo 、 SoftBank 用 


万一、本製品の使用により生じた携帯電話のメモ U —データ消失や通話不 
能等の損害、および逸失利益または第兰ちか5のいかなる請求についてち、 
当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 


■ 八ンドストラップを使ラには 

付属の八ンドストラップを取0付けると持ち運びに便利です。 


取り付けかた 


いでください。スピーカーの磁石の影響でカードの磁気び変化して使えなくなるこ 
とびありますのでご注意ください。 

• ちをあまり刺激しないよラに、適度の音量でお楽しみ<ださい。 

• 別売りのイヤホンをお使いになるとをは、常によい音でお聞きいただくために、イ 
ヤホンのプラグをと去どを柔らかい巧でからぶ去し、清潔になってください。 

• イヤホンをご使用中、抓に合わないと感じたと去は早めに使巧を中止して医師また 
は、ソニーの相談窓□に相談してください。 

防水性についてのごま意 

このラジオは、をみの雨や雪、水しぶさのかかるところでち使える防滴機構になって 
いますび、なの点に十分ご注意<ださい。 

• 大量に水をかけないで<ださい。 

• 水の中につけないでください。 

• 水びかかったり、水中に落ちた場合は、すぐ引きあげて、乾いた巧で水分を拭き取っ 
て < ださい。 

• スピーカー内にかび入った場合は、本体をさかさまにして水を出してください。 

万一故障した場合は、内部を開けずに、ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、 
ソニーサービス窓□にご相談ください。 


日本国内での巧電式電池の廃棄について 


鎮 

Ni-MH 


ニッケル水素電池は、 U サイクルでをます。不要になったニッケ 
ル水素電地は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼っ 
て U サイクル協力店へお持ちください。 

充電式電地の回収- U サイクルおよびリサイクル協力店について 
は、一般社団法人」 BRC ホームページ 
http://www.jbrcnet/hp/contents/index.html 
を参照して < ださい。 


本機を廃棄ずるときは 

環境保護のため、充電巧の電池を取り出してください。 



1本体上部のソフトライトのカバーを取りはずず。 

裏面のアンテナ収納部分に2ケ所あるねじを取ると、はずすことびで 
さます。 


2左ちの側面パネルを取りはずず。 

ち側のパネルは3つのつまみを引を抜くよラにはずし、音量つまみ部 
分にあるねじを取ると、はずすことびでさます。 

左側のパネルはイヤホン端子の近<にあるねじを取ると、はずすこと 
びでをます。 


本体側面に八ンドストラップを取0付けます。 


3裏面のキャビネットを取りはずず。 


皆 


■ホイッスルをほラ 

付属のホイッスルは非甫事態を周囲に知5せるのに 
便利です。 


使用上のご注意 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因になります。 

• :欠のよラな場所には置かないでください。 

一温度び非常に高い所 （ AOCULL ) や低い所のむ^^下)。 

一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近<。 

一風呂場など湿気のをいところ。 

一窓を閉めをった自動車内（特に夏季)。ほこりのをい所。 

• 本体内部に液体や異物を入れないでください。 

• ミちれたと去は、柔らかい巧でからぶ去してください。シンナーやベンジンなどは表 
面をいためますので使わないで<ださい。 

• キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をスピーカーに近づけな 





裏面の4ヶ所と電池ボックス内の2ヶ所のねじを取ると、裏のキャビ 
ネットをはずすことびでをます。 

アンテナを固定しているねじは、はずす必要はありません。 

4基板を取りはずず。 

基板の]ケ所のねじを取ると、基板をはずすことびできます。 

基板をはずすと充電式電池び取りだせます。 



5巧電式電池をはずず。 

基板のコネクタ部を押さえなびら、充電式電池をはずします。 



应注意] 

• 電池と基板をつないだままにしておくと電気び流れて危険です。基板のコネクター 
から必ずはずしてください。はずすとさは、まわりの部品の内部に軸れないよラに 
ご注意ください。 

• 充電式電池は完全に消耗した状態を確認してから取りはずしてください。 














